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下水道ストックマネジメントに
資する管路管理技術について

令和４年１０月２４日

公益社団法人 日本下水道管路管理業協会

田村司郎

下水道管路施設の維持・管理業者の民間団体

平成21年10月1日公益社団法人として登記

東北地方の会員数は37社
 この法人は、下水道管路施設の管理（維持、修繕、改築及びその他の管理を云う。
以下同じ。）に関する調査研究等を行い、その成果を普及することにより、国土
の整備保全と市民生活における公衆衛生の向上を図り、もって公益の増進に寄与
することを目的とする。

主な活動
1. 下水道管路施設の管理技術の改善、向上に関する調査及び研究

2. 下水道管路施設の管理に関する安全対策、衛生対策等に関する調査及び研究

3. 下水道管路施設の管理に関する技術者の養成及び研修指導

4. 機関誌の発行及び下水道管路施設の管理に関する図書の刊行及び情報収集、提供

5. その他目的を達成するために必要な事業

公益社団法人 日本下水道管路管理業協会のご説明 2
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1.清掃工・洗浄工について

2.点検工・調査工について

目次 3

清掃：管路に堆積した土砂等や付着した油脂、木の根、モル
タル等の除去、土砂等を管内から出して、産廃処分まで実施

洗浄：土砂等は管内から出さない。下流へ引き流し。

清掃工・洗浄工について 4
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目的：流下機能の確保、調査や改築修繕の前処理

方法：高圧洗浄車、強力吸引車、給水車、その他

清掃工・洗浄工 5

洗浄車等は下流マンホールに設置

上流側MHに監視員配置（同時に2箇所開ける必要あり）

洗浄ノズルは下流から上流へ進ませ、上流MHに到達確認後、高圧洗
浄車のホースを巻上げ、土砂等を下流MHに集め、吸引する

清掃工の概要 6

上流側 下流側
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清掃工の概要 7

除去工 8

モルタル除去工取付管突出し除去工
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その他、大口径管の清掃技術（グランドスィーパー） 9

（アタッチメント方式）

グランド・スウィーパー外観

800ｍｍ以上対応機 1200ｍｍ以上対応機

カメラヘッド
照明

高圧洗浄ガン
2基搭載

吸引口

自走部分

グランド・スウィーパーの主な仕様 10

項 目 仕 様
適用管径 ８００ｍｍ以上

適用形状 円形・矩形（馬蹄きょも可）
ケーブル延長 ５００ｍ

施工延長
吸引ホース牽引能力 300ｍ
吸引接続吸引可能 500ｍ

適用水位 カメラ高さ1.5ｍ
重量 ３８０ｋｇ
牽引力 １６０ｋｇｆ以上
洗浄装置 左右２基搭載、上下左右可動（高圧噴射及び可動は１基づつ）

吸引口
Φ６５×２ 上下可動 機械後部で４インチホース１本に接続
アタッチメント式で交換可能（他の清掃手法も検討中）

カメラ・照明 前方カメラ（照明、ワイパー機能有）、後方確認用暗視カメラ
走行性 前進・後退・左右旋回可能
施工管理 土砂深計測装置

高圧洗浄能力
通常時 20MPa
超高圧時 70MPa

施工可能楊程 最大41.39ｍ（連続吸引排水装置高さ）

組立て・撤去時間 各々2時間以内可能

機動性
前進・後進・左右旋回180°
段差乗り越え 15㎝以上

日進量
連続吸引排水装置あり 4.1㎥/日
連続吸引排水装置なし 2.7㎥/日
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Φ９００ 合流管 土砂深 20㎝

施工実績 11

目的：維持管理計画策定のための現状把握
視覚調査、30年経過管きょは、1年に1回の点検

方法：管路施設の概況を地上部より目視または
管口カメラで確認

点検項目：

地上：下水道敷設路面の状況（沈下、ｸﾗｯｸ等）、 蓋と路面との段差、
蓋のがたつき、隙間、ｸﾗｯｸ

管内：下水の流下状況、施設の状況、土砂等の堆積（たるみ、腐食、
破損・ｸﾗｯｸ、浸入水、堆積等）

点 検 12

11

12



7

点 検（異常の例） 13

ふた段差、周辺クラック

スカム堆積

腐食

目地浸入水

点検等により抽出された異常箇所を更に詳しく調査し、スパンごとの健
全度を評価するために実施する。

（調査の種類）
人孔目視調査
潜行目視調査
本管TVカメラ調査（小口径～大口径）
取付け管TVカメラ調査
送煙調査（スモーク調査）
宅地内排水設備調査（音響、染色調査）
流量調査（降雨量調査、地下水位調査）
その他（不陸調査、注水調査、揚水調査など）

調 査 14
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方法：調査員が酸素濃度等を測定し、安全を確認した後、マンホール
内に入り、上下流の管内状況を含め、直接目視により調査する方法

点検項目：たるみ、流下状況、マンホールおよび管内の破損、クラッ
ク、浸入水、木の根侵入、土砂堆積、足掛け金物腐食状況等（酸素濃
度、硫化水素濃度等も収集）

人孔目視調査 15

内容：大口径管内の異常箇所を目視により確認

※ 30年経過管きょは、7年に1回の調査を実施

方法：調査員が酸素濃度等の安全を確認後、管内に入り、管内状況を
スケール等を使い目視により確認する方法

調査項目：管の腐食、クラック、破損、浸入水、木の根侵入、たるみ、
浸入水など

突然の増水や酸素欠乏等有毒ガスの発生の危険性があり、安全対策が特に重要となる。

機械式調査に移行するべきと考える

潜行目視調査 16
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内容：作業員の潜行不可能な小口径管内をＴＶカメラを使用し調査を
行う ※30年経過管きょは、7年に1回の調査を実施

方法：TVカメラを管内で走行させ、地上オペレータが遠隔操作によ
り状況を確認、記録を収集する

調査項目：管の腐食、破損、クラック、浸入水、木の根侵入、たるみ
など判定基準によりスパンごとに評価する

テレビカメラ調査（本管、取付け管） 17

テレビカメラ調査（圧送管） 18

148_アジリオス PTP50 送泥管 φ350 - YouTube
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不明取付管・不明桝調査用テレビカメラ 19

80_本管から取付管を調査するシステムRV－SAT 取付管映像 - YouTube

大口径管用TVカメラ調査機 20

Φ3000～4000mm対応
大型自走車

自航式船体型
調査機

Φ1200～1800mm対応小型自走車

Φ1800～3000mm対応 中型自走車
Φ1000mm対応
特小型自走車

19

20



11

大口径管用ＴＶカメラ調査機 21

スクリーニング技術
低コストで迅速な調査（KPRO、KPRO-FType）

22

保安施設・設置

管内洗浄工

管内調査

保安施設・撤去

移 動

直視撮影のみ

側視（異常判定）

① 直視映像の撮影のみ
② 前進のみ・停止しない

（障害物による走行不能時は自動で後退）
③ 管内点検前の洗浄は省略
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管路スクリーニング機器 23

KPRO KPRO-Ftype

KPRO撮影動画 24
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KPRO判定基準（例） 25

どんな洗浄車にも接続可能

高圧洗浄車を利用して巻き取るので動力が不要

（高圧水の推進力で前進することも可能）

内径150ｍｍから600ｍｍまでの管内確認が可能

ＳＤカードにより録画映像の保存が可能（8時間録画可能）

防水構造 １０ｍ防水

カメラ付き洗浄ノズル 26
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不明水は常時（地下水）および雨天時に管内に浸入する、有収外水量
のこと。処理費用の高騰や、下水の溢水などの問題を引き起こし、流
量調査などにより、原因追及を行う。

不陸調査は管路の不陸（蛇行、沈降）を調べる

→近年は管勾配を計測するカメラも導入

コンクリートの劣化度を調べる目的でコンクリート中性化試験、鉄筋
腐食調査、圧縮強度試験など

その他調査（不明水・不陸（勾配）・劣化調査等） 27

不明水（浸入水）調査 28

PBフリューム式 面速式

管内の状況

雨天時浸入水

の算定例

発生エリアを絞り込み、
詳細調査を実施

 本管、取付管TVカメラ調査

 宅内排水設備調査

 送煙調査

 注水調査・揚水調査

 etc
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簡易水位計

不明水スクリーニング 29

暗視カメラの活用（最高・最低水位時間の把握）

水位変動を可視化

1～5分間隔で連続撮影

不明水スクリーニング 30

低水位

高水位
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管勾配を計測

不陸調査（勾配計測調査） 31

32

ご清聴ありがとうございました。

公益社団法人 日本下水道管路管理業協会

http://www.jascoma.com/
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